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白
菜
は
洗

っ
て
長
さ
５
～
６
セ
ン
チ

＜
ら
い
に
切
り
、
鍋
に
縦
に
敷
き
詰
め

る
。
に
ん
に
＜
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
み
じ
ん

切
り
に
す
る
。
豚
バ
ラ
肉
は
長
さ
５
セ

ン
チ
＜
ら
い
に
切
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豚
バ
ラ
肉
を
適
当
に
自
菜
の
間
に
入

れ
込
む
。
水
を
入
れ
、
人
に
か
け
、
煮

立
っ
て
き
た
ら
酒
を
加
え
、
に
ん
に
＜
、

し
よ
う
が
を
入
れ
る
。

ふ
た
を
し
て
、
中
央
で
約
３０
分
煮
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豆
板
醤
、
味
噌
を
入
れ
て
よ
＜
溶
か
す
。
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を
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べ
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油
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【
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タ
イ
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【
よ
み
が
な
】
た
い
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【意
　
　
味
】
タ
イ
ル
は
、
建
設
資
材
の

ひ
と
つ
で
、
壁
や
床
の
保
護
、
ま
た
は
装

飾
用
に
多
数
貼
り
付
け
る
板
状
の
も
の
。

建
築
で
は

一
般
的
に
は
陶
磁
器
製
の

も
の
を
指
す
こ
と
が
多
＜
、
吸
水
性
の
違

い
に
よ
り
、
屋
内
の
水
周
り
や
壁
、
床
用
、

屋
外
の
外
壁
、
床
用
な
ど
に
倉
け
て
い
る
。

仕
上
げ
に
は
流
行
が
あ
る
が
、
外
装
タ

イ
ル
貼
り
の
建
築
物
は
、
他
の
外
壁
仕
上

げ
に
比
べ
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
半
面
、
耐

久
性
に
優
れ
、
メ
ン
テ
す
ン
ス
も
比
較
的

容
易
で
、
美
し
い
こ
と
か
ら
公
共
建
築
物

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
広
＜
使
わ
れ
て

い
る
。
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伊
藤
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、
事
務
所
の
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き
ス
ペ

ー
ス
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場
所
や
教

室
を
お
探
し
の
方
な
ど
に
ご
利
用
い
た

だ
け
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す
。
詳
し
＜
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